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国際科学技術共同研究推進事業

地球規模課題対応国際科学技術協力
プログラム（SATREPS）

独立行政法人科学技術振興機構（JST）

参事役・地球規模課題国際協力室長

岡谷 重雄

SATREPSのマスコット
「レップスくん」。
”動かない鳥”として

有名なハシビロコウがモ
デル。

資料３
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SATREPSの発足

地球規模課題対応国際科学技術協力
Science and Technology Research 
Partnership for Sustainable Development

JSTと独立行政法人国際協力機構（JICA）が共同で実施している、
地球規模課題※解決のために日本と開発途上国の研究者が共同
で研究を行う３～５年間の研究プログラム。

※地球規模課題・・・
一国や一地域だけで解決することが困難であり、国際社会が共同で取り組むことが必要
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SATREPSの目的とスキーム

SATREPSのスキームSATREPSの目的

1. 国際科学技術協力の強化

2. 新たな技術・新たな知見

～日本と途上国のWin-Winの関係づくり～

3. キャパシティ・ディベロプメント

～自立的研究開発能力・持続的活動体制・
人材育成とネットワークの形成～

4. 将来的な社会実装

～成果の社会還元～

～地球規模課題解決・科学技術水準の向上～

国際共同研究
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(1)研究分野
■環境・エネルギー

・地球規模の環境問題

・低炭素社会の実現に
向けたｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ

(2)期間 ：3‐5 年

(3)プロジェクトの規模（JST+JICA） ：１課題あたり１億円/年

気候変動への適応、緩和
安全な水の確保・処理、生態系・生物多様性の保全・修復

ﾊﾞｲｵﾏｽ･ｴﾈﾙｷﾞｰ, 省ｴﾈ, 再生可能ｴﾈ等の利用

：４分野・５領域

■生物資源
育種・栽培技術、水産資源管理、養殖技術・飼養技術
生物資源の評価・利用技術（生物多様性の利活用を含む）

■防災 自然災害ﾒｶﾆｽﾞﾑの解明（地震・火山噴火 等）
自然災害に対する被害軽減方策

■感染症
（鳥ｲﾝﾌﾙ・豚ｲﾝﾌﾙ等）人獣共通感染症
（HIV/AIDS, ﾃﾞﾝｸﾞ熱等）新興・再興感染症の診断・予防・治療

SATREPSの分野、期間、規模
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SATREPS 採択状況 (H20年度-H2４年度)

3４カ国で、6６研究プロジェクトが進行中 ！

半数はアジア、約1/3はアフリカ

(as of Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ 10)

ＡＳＥＡＮ加盟国は約４割
（インドネシア7カ国、タイ6カ国、ベトナム6カ国、

フィリピン4カ国、マレーシア3カ国）
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SATREPSの課題

出口問題

入口問題

納税者対策

死の谷を乗り越えて次のステージへ

いい玉の発掘・形成

認知と「いいね！」感



ＳＡＴＲＥＰＳ（2012.8.21）

• ○○処理ｼｽﾃﾑ開発
• ○○装置開発

研究目標 (成果) つなぎ
市場での展開／社会実

装・普及

××製造技術の開発

研究実施機関:

(日本国側)△△大学

(相手国側)□□研究所

大規模プラント化
実証試験

研究機関
・○○製造企業
・○○市場
・○○ビジネス

等
企業（日本・海外）、ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰ

市場での展開

企業の自主資本、ﾍﾞﾝﾁｬｰｷｬﾋﾟﾀﾙ、
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（A-STEP、NEDO）

Target=市場

Baton ZoneSATREPS

• ○○防止策の策定
• ○○安全シナリオ策定

××対策の構築

研究実施機関:

(日本国側) △△大学

(相手国側) □□研究所

研究機関
・政府調達
・法制化
・公共事業

等
政府機関、NGO、等

社会実装・普及

開発銀行（ADB、JBIC）
途上国政府／地方自治体の資金

Baton ZoneSATREPS

出口連携策（ターゲット別イメージ）

Target=公共財

Funder

Player

Funder

Player

研究項目

5 年 10 年

5 年 10 年

対象国・地域での制度化、
水・低炭素等インフラの
パイロット試験
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SATREPS funding

研究項目

中和活性能を有する
産物の取得

活性成分の同定

研究目標（成果） つなぎの期間

5 年 20年10年

ヒト型 モノクローナル抗体
による治療薬剤候補

微生物抽出物由来新規
薬剤候補物質

日本側：

大阪大学微生物病研究所

動物実験
(サルなど)

実験室レベルでの
大量発現法の開発

臨床試験

タイ側：

保健省医科学局国立衛生
研究所、マヒドン大学

Baton Zone

研究機関

アントレプレナー
ベンチャー企業

企業

製薬業界
ベンチャーキャピタル

生産

市場での展開／社会実装・
普及

出口連携策（例１）
「デング出血熱等に対するヒト型抗体による治療法
の開発と新規薬剤候補物質の探索」（タイ）
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SATREPS funding

研究項目

• シナリオ構築手法の開発(理念、手順、計
算機モデル、マニュアル等)

研究目標 (成果) つなぎ 社会実装・普及

5 年 10 年

マレーシア国に適した低炭素社会シナ
リオ構築手法の開発

日本側:

京都大学・国立環境研究所・

岡山大学

マレーシア側:
マレーシア工科大学・イスカン
ダル開発庁・住宅地方自治体省

研究機関

アジア諸国・地域
の研究機関、中
央・地方政府

他のアジア諸国・地域の研究者・政府関係者
他の利害関係者(開発事業者、NPO、廃棄物処理業者等)

マレーシア国全体、
および他のアジア諸
国・地域での低炭素
社会シナリオ開発と
それに基づいた地域
開発計画の策定・実

施

マレーシア国中央・地方政府（イスカンダル開発庁、住宅地
方自治体省、他のマレーシア国自治体政府）、ADB等

Baton Zone

イスカンダル地域における低炭素社会
シナリオ構築と施策への反映

低炭素社会施策の副次的効果の定量
化

アジア地域における低炭素ネットワーク
の構築

• イスカンダル地域の低炭素社会シナリオ
• 政策案へのシナリオの反映

•大気汚染改善への副次的効果の定量化手法とイ
スカンダル地域における適用
• 低炭素社会に適した廃棄物マネジメントの構築手
法とイスカンダル地域における適用

• アジア地域の研究者・政策担当者との情報及び成
果の共有と手法の伝達
• 他国・地域での低炭素社会シナリオの開発

イスカンダル地域
での低炭素都市開
発計画の策定・実

施

出口連携策（例２）

「アジア地域の低炭素社会シナリオの開発」（マレーシア）


